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翻訳
　　マリアンネ・ヴェ－バー著
「女性の特別な文化課題」（1918）
 掛川　典子　　　　
はじめに
　本稿は、マリアンネ・ヴェーバー著『女性問題と女性思想』（Weber, Marianne 1919, 
Frauenfragen und Frauengedanken. Gesammelte Aufsätze. Verlag von J.C.B.Mohr, Tübingen）に
所収の第 14 論文「女性の特別な文化課題」（Die besonderen Kulturaufgaben der Frau. Weber 
1919: 238-261）の全訳である。初出は 1918 年と付されているが、掲載雑誌名等詳細は不
明である。
　訳出にあたり、原文中でマリアンネが強調している単語については、訳文中では太字で
表記した。マリアンネの原注は頁の下方に脚注としてそのまま載せた。訳者として注意し
たい単語には原綴りを（　）内に付した。また人名については、原綴りを（　）内に付
し、生没年も記した。訳語については、特に次の諸点に留意されたい。
　1　„objektive Kultur“ は、筆者のこれまでの翻訳の中では「客観的文化」と訳してきた
が、今回は「客観的な文化」とした。文化について様々な形容詞が付されているためであ
る。特に本文中では „persönliche Kultur“「人格的な文化」と „Persönlichkeitskultur“「人格文
化」という使い分けもされている。なお „persönlich“ は文脈によって「個人的な」と訳し
た。また „Kultur der Frau“「女性の文化」という表現もしている。
　2　„Wesen“ は原則的に「本質」と訳したが、文脈的に「存在」とした個所もある。
„Dasein“ は「現存在」とし、„Sein“ は「存在」と訳した。また „Existenz“ は「実存」とし
たが、意味的には「生活」と理解した方が分かりやすい。実存哲学を特色づける用語では
あるが、マリアンネの場合はむしろ実存哲学的に解釈しない方が良いと思われる。
　3　„Atmosphäre“ は「雰囲気」とし、„Umwelt“ は「環境」とした。
　4　„Gestaltung“ と „Formung“ は ど ち ら も「 形 成 」 と 訳 し た。„Wachsen“ は「 成 長 」、
“Werden” は「生成」とした。
　5　„Kraft“ は「力」、„Macht“ は文脈により「権力」あるいは「力」と訳した。
　6　„Fachmensch“ は「専門家」、„Spezialist“「スペシャリスト」、„Berufsmensch“「職業人」
とした。
　7　„das Allgemein ＝ Menschliche“ は「普遍的 = 人間的なもの」、„Persönlichkeit“ は「人
格」、„Geist“ は「精神」、„Seele“ は「魂」とした。„Durchdringung mit Kultur“ は「文化を浸
透させること」、„Vertiefung“ は「沈潜」とした。
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　女性の特別な文化的貢献の主張は、マリアンネの女性論を特色付ける中心的論点であ
る。マリアンネの文化論は、自身が記しているようにゲオルク・ジンメル（Simmel, Georg 
1858-1918）の哲学的文化論の枠組みを踏襲している。ジンメルが「女性的な文化」
（wibliche Kultur）を論じた「女性文化論」について、そしてまた、ジンメルを批判的に継
承して独自に展開されたマリアンネによる「女性の文化的貢献論」については、既に『昭
和女子大学女性文化研究所紀要』に発表してきた筆者のいくつかの論文と翻訳を参照願い
たい。
　「日本における女性文化論の基礎（その 1）：ジンメルの女性文化論」（掛川 1996, 『昭和
女子大学女性文化研究所紀要』第 18 号）、「女性の学問参加」（掛川訳 2000, 同 第 25 号）、
「ゲオルク・ジンメルの女性文化論とマリアンネ・ヴェーバーにおける女性の文化的貢献
論」（掛川 2000, 同 第 26 号）、「職業と結婚」（掛川訳 1998, 同 第 22 号）、「女性と客観的文
化」（掛川訳 1999, 同 第 23 号）、「女性と客観的文化」（2）（掛川訳 2002, 同 第 28 号）、「女
性と客観的文化」（3）（掛川訳 2002, 同 第 29 号）。
　「女性の特別な文化課題」と題したこの論文は二部構成をとっている。マリアンネ自身
は、第一部は「個人的な文化と現存在の形成」にとって必要な形式的仕方である「如何
に」を論じ、第二部はそのための目的と内容を、すなわち「何を」を問題にする、と述べ
ているが、実際には、第一部は、教養ある階層の家庭における女性の「礼節」の影響力を
中心的に論じている。第二部では、高等教育への参入を始めた女性を「近代的女性」と把
握し、女性たちの新たな社会的活動や専門的職業人への変化と、最も重要な文化概念であ
る、自己の内面への沈潜や人格完成の課題とこの変化との関係を論じている。
　本論でのマリアンネの考察の特色を鑑みると、20 世紀初頭という時代性が目立ってく
る。ここでいくつか問題提起しておきたい。第一に、階級性の問題である。マリアンネ
は、明確に「特権的な階層」に属する女性の課題を論じる。「特権的な階層」というのは
中産階級の知識人たちであり、教養市民層のことである。20 世紀初頭に初めて大学で学
ぶことを許可された知識人階層の女性たちを念頭に置いている。第二に、この文化論の大
前提は、明らかに宗教的な次元に至る個人の「魂」の完成を最終的な目標とするものであ
り、キリスト教的文化の中だからこそ受容され得るのではないか、という疑問である。形
式的にはカントの人格倫理学を連想させる「妥当性」という概念も、「魂」の完成という
大前提を共有していると思われる。キリスト教的個人主義でない文化においては、「文化」
という概念ももとより集団的に把握されるのではないだろうか。第三に、「主婦理想」か
らの解放の問題である。当時ドイツではいまだ強固でとうてい無視できない「主婦理想」
の重要性を認めながらも、もはやそれにとらわれない新しい女性の文化的社会的活動の方
向性を奨励している。マリアンネの考察は家族、家庭を基盤として発揮される女性の文化
的課題と福祉などの社会的活動の関係を始めとして、家庭生活と職業生活との両立問題、
性別を問わない職業教育と専門性に特化されない全人的な生き方の実現の問題に及ぶ。こ
れは現代私たちが今なお直面している諸課題に通じている。
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　この論文でのマリアンネの立ち位置は、おおまかに言って第一次世界大戦後の「女性文
化」称揚の時代思潮に対応していると見ていいだろう。すなわち一般的には、戦争に代表
される破壊と殺戮の「男性文化」に対して、生命と生活の場から平和と文化建設を担う
「女性文化」を主張するという図式である。しかし単に破壊的として否定的にのみ論じて
済ませられない「客観的な文化」の問題がある。「客観的な文化」を通っての内面的完成
という課題は、もともと男性のそれとして論じられた。そこに次世代の生命と生活文化を
担う女性が参加を開始し、この局面にマリアンネは立論の場を置いている。参入した女性
は確かに、より鮮烈に「客観的な文化」の負う専門性、一面性などの非人間的側面の危険
性を訴えることが出来るかも知れない。
　マリアンネは、女性の課題を、生存競争から離れているがゆえに自己に安らっていられ
た、という家庭内の女性の在り方から導き出している。現代では、競争社会の中で有能な
社会人となるための教育課程において、女児も早くから業績主義に追い立てられる。繊細
な教養人なら男女ともにこの業績主義に押しつぶされ、病む時代になっている。現代の科
学技術文化の中ではいっそう、仕事という領域で男性に出来るたいていのことは女性にも
出来る。業績という点では、現代は性差より個人差の方が大きく、男性の直面する危機は
女性にとっても同様に危険である。ただマリアンネが指摘するように、女性は「類」の課
題すなわち次世代の出産・育児を自らの身体で担うがゆえに、男性よりもより困難な状況
に追い込まれ、あるいは業績競争から一時的にせよ離脱するので、この現代の科学技術に
支えられた「客観的な文化」の非人間性に対し、より本質的に異を唱えることが出来る可
能性があるだろう。
　残念ながらマリアンネの論文では、まだ女性の側への努力の呼びかけに留まる観念的な
心得の提案にすぎない。しかし現代では周知のように、出産・育児問題は個人の努力にの
み任せて解決できることではなく、社会的な政策の取り組むべき課題でもある。一日の労
働時間の短縮や労働日数の削減や給与体系の改定など、いくらでもまだまだ変革すべき策
はあろう。また女性が当事者として声を挙げ、問題提起する位置にいるとしても、現代で
はこれらは全て男性の問題でもあると認識されている。個々人の努力はいつの時代も必要
だが、同時に社会的システムの次元での変革が必須であり、そして男女両性の課題であ
る。
訳　文
　私たちは文化を、自然によって与えられた物質の、精神に規定されたあらゆる合目的的
な加工と形成（Formung）、と理解している。そしてその場合に、私たちの外にあるもの、
すなわち、対象や秩序や理念関係の創造を考えるか、あるいは、常に生成（Werden）途
上と把握される生きている人間の形成を考えるかによって、私たちは客観的な文化と主観
的な文化を、即物的な文化と人格的な文化を区別することを常としている。これらの人間
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の努力の異なる方向は、一方では出来事の進展や個別現存在の移ろい易さから自己解放す
る、永続的作品と秩序への方向であり、他方では人格発達の方向であるが、これらは相互
的浸透の中で初めて文化理念の完全な内容を実現する。思慮深い哲学的解釈1によれば深
い意味における文化は、人間の客観的な精神作品（Geisteswerke）に即しての、魂自身の
中にある全ての芽と可能性の発展を通しての、魂（Seele）の完成を意味する。その精神
作品は、技術、法、習俗として、芸術、学問、宗教として個々人に対し形成し要求しなが
ら、時間を超越した有効なものとして対峙し、個々人を奉仕させる。　　魂は、なるほど
「自己自身への道」、すなわち、自分に備わった可能性の実現を、「宗教的高揚や道徳的自
己献身や自制する知性や全生活の調和における」純粋に内面的な固有の発達としては、か
の客観的な、即物性の世界を通っての回り道をしないでも達成できるが、しかしそれでは
文化という特別な真価に魂はまだ到達していない。というのは、完成のこの仕方にとって
魂は、客観的な形成物での自己浸透を、それらへの内面的な関係を、創造しながらであれ
作業しながらであれ必要とするのだから。「文化は　　2 つの要素、すなわち、主観的魂
と客観的精神的産物が総合することによって生じる。そのどちらも文化は対自的には含ん
でいない」。
　文化のこの最深の意味を私たちは後で考察するつもりである。さしあたり私たちは人格
的な文化と即物的な文化の、主観的な文化と客観的な文化の区別を、その点で女性に特別
に密接な文化課題について私たちに明らかになるために、問題にする。そのために私たち
はまずまたしても次のような矛盾した事実をありありと思い出さねばならない。女性は男
性と等しくかつ異なる存在（Wesen）であること、すなわち、女性は人間として、豊富な
素質と能力を男性と分かち持っており、それは女性に男性と同じ課題と活動形式を指示す
ること。そして他方、女性には女（Weib）として自分が性によって規定されている
（Geschlechtsbestimmtheit）結果、重要な特別な課題が割り当てられるが、それは普遍的＝
人間的なもの（das Allgemein=Menschliche）の実現に際して女性を妨げること。もし女性
を彼女の普遍的＝人間的な側面から考察するならば、女性は原理的に、その個人的な才能
がそれを果たすのに十分であるどんな種類の文化活動にも適格であり、彼女の協働は客観
的な文化の世界において文化財の必要な補足であり価値ある充実を意味する、ということ
は疑念の余地が全くない。技術であれ、法や道徳あるいは芸術、科学、哲学や宗教であ
れ、女性が締め出されねばならない創造領域はない　　女性が女であること、つまり性に
よって規定されていることを、否定せねばならないような身体的な力仕事が要求される場
合は別として。というのは確かに、女性の性による規定（Geschlechtsbestimmung）の特殊
性（Besonderheit）は男性から区別されるのだから。自然は女性的な有機体に、男性は免
れている困難な類の義務を負わせた。すなわち、「20 人の男性が束になってもこの難儀に
 1 ゲオルク・ジンメル、「概念と文化の悲劇」『哲学的文化』（Der Begriff und die Tragödie der Kultur. 
In: „Philosophische Kultur“ 1911）所収、246 頁以下。
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は耐えないだろう」。その結果として客観的な文化への女性の創造的な参加には、男性の
場合よりもずっと狭い限界が加えられている。しかし女性の即物的な形成力を妨げる性の
問題（Geschlechtlichkeit）から彼女の特別な本質力（Wesenskräfte）は流れ出ており、女性
はその本質力によって特定の価値実現のためには男性よりも相応しく見える。女性に自然
によって課せられた類義務を越えて、女性には今や、彼女が女性であるからこそ文化課題
の特別な範囲も割り当てられるが、そこでは女性は彼女の特性（Eigenart）に基づいて取
り換えのきかないものを果たすよう使命を授かっている。勿論決して女性に除外的ではな
いし独占的に女性のものでもないが、そのために女性がまず第一に適しているこの特殊に
女性的な課題範囲に、私たちはここで取り組もうと思う。
　その際私たちの目の前に、まず個々人から切り離された客観的な文化形成物と人物から
離れず付着している人格文化（Persönlichkeitskultur）との間に、なおひとつの独自な中間
領域（Zwischenreich）が現れるが、それを私たちは直接的な現存在の形成（die Gestaltung 
des unmittelbaren Daseins）と名付けたい。この個人的＝超個人的（persönlich = über-
perösnlich）な中間領域において対象の、秩序の、理念の世界がその自己目的性格を剥奪
され、意識的に人格発達の、個別存在の、直接的な日常生活の奉仕の中に引き入れられ
る。しかしそれでもこれだけではない。というのは、私が直接的な現存在の形成について
話すときには、私は文化を通しての個々の魂の発達と形成を意図しているだけではなく、
それ以上を考えているからである。すなわち、ひとつには精神的かつ魂的な雰囲気
（Atmosphäre）の形成である。それは、個々人を取り囲み、個々人から流出し、個々人を
他者と結び付け、幼友だち、友情、愛、結婚、家族などといった全く異なった種類の最高
に人格的な共同体にする。そして、さらにはそれに物とその秩序の直接的な環境
(Umwelt) も所属する。その内部で私たちの日常的な現存在が行われ、その環境が私たち
をいわば拡張された身体として囲み、私たちの本質を表現する。物と人間そして両者の関
係の、このまず私たちを取り囲む雰囲気の中へと私たちの本質のリズムが流れ出す。その
リズムを通して私たちは再び他のものを振動の中に置く。そして私たちの身体の成長が、
あらゆる瞬間に私たちが呼吸している不可視の空気の性質に依存しているように、そのよ
うに魂の生命はその日常的な周囲とのかの把握できない相互作用の全てに依存している。
感情に生気を吹き込むこと、愛や善良さや純粋な心情で十分に温めること、しかしまた簡
素で事件のない日常が自身において生きられるに値するように、精神的に形成し文化を浸
透（Durchdringung mit Kultur) させることは、まず第一に女性に与えられる形成課題であ
る。日常的で個人的な共同生活が個々人にとって幸福にするものであり、有益であるか、
あるいは妨げ、圧迫するかどうかは、女性の全存在（Sein）とその表現にとりわけ依存し
ている。というのは、直接的な現存在の最も重要な内容が生命の成長と生成であるのだか
ら。生命の育成と世話や、選ばれた配偶者や老いていく両親や私たちに所属する人間のた
めの、そしてとりわけ成長中の世代のための静かな日常の配慮（Sorge）は、女性の特殊
領域に属する。身体的欲求のための心遣いには、特に子どもたちの教育課題が、すなわち
「女性の特別な文化課題」（1918）
76
特定の表象と理想からするその本質の形成が入る。この仕事は、家族を通して起きる限
り、大部分母親に課せられる。しかし年長の世代が若い世代に行なう教育によって、今や
単にいつも新たな一連の個別存在（Einzelwesen）が教育されるだけでなく、それと同時
にいつも新たな形式の礼節（Gesittung）が生じる。礼節は直接的な現存在の生き生きし
た流れに属すが、同時に固定した形式として個々のものに対立し、その主観的な現存在を
気付かず担い、その恣意を結び付ける。
　礼節ということで、私たちは何を理解しているのか？礼節を私たちは形成する力
（Macht）と呼ぶが、その力は、個々の衝動的な欲望を制御し、その全行動を特定の不文
律と規則で秩序付けることによって、調和的な共同生活が可能になるように、直接的な現
存在を感情の非常に多様な内容と衝動で教育する。礼節は私的生活と同様公的生活を形成
する。しかしその最も重要な根拠地は家庭（Häuslichkeit）である。ここで日常的な生活
欲求が満たされるような仕方で、形式を与える女性の力（Kraft）なしには発達に至らな
い特別な現存在の価値が生じる。男性のいない家庭は確かに不完全であるが、それでも自
己のうちに安らう価値を所有している。他方、中心としての女性のいない家庭はもっぱら
目的のための手段、下位の欲求の充足のための装置に留まる。というのは、女性が優美さ
と温かさで息を吹き込み、日常のすべての些事を有意義な組織へと秩序付けるときにの
み、家（Haus）は家庭（Heim）へ、休養の場所へ、外から帰る場所へと神聖化され、そ
こでは獲得競争と職業によって切り刻まれた人間がいつも新たに全体へと、全人
（Vollmenschentum）へと再び回復し、新しい成長力を創造できる。
　勿論さらに住居自体のように、家庭の建設に必要なたいていの物はほとんど男性の仕事
である。しかし様々な市場商品として生産され買い集められた物の全てがどのように整理
され、使用され、手入れされるかは本質的に女性に依存しており、ある家（Haushaltung）
では家具雑誌の中のようにどうでもよく冷たく並び、もっぱらその所有者の財布の大きさ
を表現するまさに同じ事物（Sache）が、別の家では反復不能の統一へとまとまり、全く
個人的な特徴を持った「合奏」になる。その場合私たちは具象的にその生気の吹き込みに
ついて語る。というのは、何らかの仕方でそれらはその周囲の世界の生命を、入念にそれ
に従事した手の温かさを、それらを楽しんだ眼の輝きを自己に吸収し、再び流出させるよ
うに見えるのだから。　　そのための条件は、私たちを日常的に囲む事物が積み重なり、
その所有者の総存在と生活態度とに調和しているということである。私たちが内面的に身
に付けられないもの、私たちが根底から理解しないもの、従って私たちに所属していない
ものの全ては姿を見せないままであらねばならない。勿論全てのまがい物、つまり、高価
なものあるいは高い社会階層（Gesellschaftsschicht）に所属しているとの見せかけを装う
ものも、同様である。精神的に指導する市民層が、自分たちの多層の賃貸住宅を、あるい
はゴシック風の張り出しや塔や明りとりの厚いガラス板で飾られた自身の屋敷を、工場生
産で製造された、過去の時代の華やかな王侯のような模倣家具で満たさねばならなかった
ときには、そして単に「亜麻布の秘跡」のみならず、ゴシック風の彫刻やルネサンス回廊
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やあるいは貝の上飾りやおおげさに張り出した人物像も備えた、予め決められた一連の派
手な要求過多の家具もまた、若い夫婦の身分相応なあらゆる調度に属したときには、私た
ちは時間の瓦礫によって全てを思い出す。19 世紀の最後の数十年において私たちの市民
的な家庭を特徴づけた事物を、もし私たちが、近代的で材質に適し簡素で合目的な対象に
並べて、あるいはとりわけ祖先の、手仕事で仕上げられ趣味良く飾った家具に並べて置く
ならば、以前の大戦争の余波とドイツにおける（普仏戦争後の）会社設立ブーム時代とし
て広がった驚愕させるほどの成り上がり者風の非文化を、私たちは手で捉える。危険は余
りに身近すぎるので、私たちはこの戦争の後も、たとえ他の領域であっても、類似のこと
を体験するし、私たちの外面的現存在は、戦利品によって不慣れな豊かさに至った2文化
水準と人間の欲求によって特徴付けられる。個々の消費者ではなく、この景気を利用し尽
す生産者である工業にそのような粗野化のための最も強い責任があるだろう。しかしそれ
でも教養ある消費者も、ぞっとする悪趣味を決然と拒絶することによって生産に影響を及
ぼせる。これは教養ある女性がほとんど意識していない力（Macht）と責任である。彼女
は傲慢さにおけるあらゆる復帰の兆候に注目すべきであり、決然たる拒絶によってそれを
妨害すべきである。
　日常の現存在は家屋の中で行動しているが、その家屋の形成よりもずっと重要なのは礼
節と文化を自身の本質に浸透させることである。これが何を意味しているかを完全に理解
するために、私たちはまず人格文化が、非常に多様で異なったもの、特に形式的で内容的
な構成要素で出来ていることを明らかにせねばならない。その構成要素は玉葱の皮のよう
に互いに層をなし、簡素化すべき様々な段階あるいは豊かな統一に統合する。私たちは外
面的なものから内面的なものへと進み、表現文化（Ausdruckskultur）と私たちが呼ぼう
とする、つまり高貴な礼節の重要な構成要素であるいわゆる良い形式のところで始める。
それは何を意味しているのか？それは、その者を取り巻いている他者に対する個々人の振
る舞いを、かの無数の不文規則を通して形成する。その規則を私たちは一度意識的に教育
を通して翻訳し、そしてさらに私たち自身の振る舞いが、意図せずに例としてその規則を
他者に刻印する。どのように私たちが歩き、立ち、食べ、着衣するか、私たちの言葉や身
振り、私たちの態度、すなわち、私たちがどのように衝動的な感情、つまり欲求や怒り、
憎しみや痛みを抑制するかという仕方、私たちの本質の如何にの全て、この全てが私たち
の形式的な文化の基準に向かう。その構築は全ての若い人間の場合に出来るだけ早く始め
られ、そしてまず母親の日常的な労多き課題である。母親は精神の最初の目覚めに際し、
自分の子どもの衝動的な動きに抑制を命じ、目覚める理性を助けて段階から段階へ動物的
なものを支配させねばならない。広く流布した見解によれば確かに、個々人の形式的な礼
節のためには良い子ども部屋に代用できるものはほとんど無い。
 2 この危険は今や勿論、敗戦と革命の結果によって、すなわち、私たちの完全な貧困化と、私たち
の負う重荷にまで大きくなった財産と収入の、出来るなら可能な育成とによって、大いに減らさ
れた。
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　さらに表現文化の特有で広くに及ぶ意義は、それを所有する各個々人がそれで直接的に
自分の周囲に、自分が触れる全環境に影響する、ということのうちに存する。もし一度そ
のことを顧慮するならば、文化的に貧しい（kulturarm）階層の構成員との交際において特
に私たち自身の態度と表現形式が、つまり、私たちから流れ出し、私たちの相手の態度に
も影響する、刺激されたあるいは調和的な雰囲気が、どれほど強いかということに気付
く。すなわち、「森のなかで叫ぶとすぐに木霊する」。この英知のこもった格言を、とりわ
け社会的に働く女性は心に銘じているに違いない。礼儀正しく善良な言葉は、あるいは激
情に対しての自制した沈黙もまた、文化的に貧しい隣人へのその礼儀正しい影響を与え損
なうことはまれであり、その者にたいていは本能的に相応しいことをするよう助けること
すらある。まさに私たち自身がどの時代でも、周囲の表現形式を通して最も強く影響され
て感じるように、私たちの行為や態度やその都度の気分がすなわち直接的に環境に伝わ
る。あらゆる人の作法がその人の相手にとっても、その人の本質にとって騒音あるいは快
い響きを誘い出す、いかさま師の手かあるいは芸術家の手によって用いられた弓を意味す
る。　　それゆえ文化人（Kulturmensch）も、文化的に貧しい人間のもとに単独で入るや
否や、周囲によって引き摺り下ろされないために、強いエネルギーを必要とする。多くの
礼儀正しい若い志願兵は例えば戦争の中で、彼が同等者のもとで同等者として、すなわち
上司の権威なしに緊密な共同体の中で彼らと生活せねばならない限り、文化的に貧しい戦
友との快適な共同体は例外的にのみ可能だった、という失望する体験をした。その場合容
易に突然現れる不道徳に対して、多くの者がそのような人々の中では彼自身の文化水準
を、集団ではなく内的隔離を通して主張することが出来ただけである。この終わりのない
戦争はなるほどおおよそ私たちの礼節の組織を内外で憂慮すべく緩め、それをもって魂の
深い層を荒廃から守る鎧をも緩めた。最も高貴なもの　　献身的な義務忠実さや犠牲を厭
わないこと　　に並んで至る所で獣的粗野と野生の欲求が突出し、私たちは内戦と無秩序
にかき乱されたロシアで、状況が混乱しているほど人間の中の野獣がますます慎みなく出
現する、ということを経験する。
　私はこれまで本質の主な外面的形成としての表現文化について語ってきた。今や話題に
すべき内面的意味における高貴な礼節は、外から影響を受けるのではなく魂の最深の層か
ら湧き出る。というのは、それを特徴付ける態度の在り方、つまり見知らぬ人格への尊
敬、他の特性への善良で忍耐強い配慮、私たちの言語がみごとに表現しているように、
「他者の魂の中に身を置く」能力、さらには敬虔、良いものや偉大なものへの畏敬――こ
の全ては、内面（Innerlichkeit）から発する善くあろう (Gutsein) とする純粋な意志を通し
てのみ生じる、自然な自己探求（Selbstsucht）の制御なしには到達不能であるから。内か
らの本質のこの形成に際して、自己教育（Selbsterziehung）がたいていのものを成し遂げ
ねばならない。自己教育は平均的人間にとっては持続する過程、ひとつの決して完結しな
い人生課題であり続ける。この自己形成（Selbstgestaltung）の目標は全ての単なる自然な
衝動の制御、具体的な自然的に与えられた自己から、私たちの中に付与された理想的な可
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能性を引き出すことである。そのための基盤は青少年の中に置かれる。理想的な自己形成
への意志の呼び覚ましは特に、私たち自身よりも既に広い、私たちを取り囲む人間たちの
生き生きした模範によって起こる。それゆえまず親の家は、成長途上の人間の魂と性格の
ために大きな責任を担い、そして子どもたちの柔軟な教育されやすさがあらゆる印象に応
答するので、子どもたちと関わる者は、子どもたちの成功あるいは危機にあらゆる本質表
現によって影響を及ぼす。この高い責任の意識から年配の世代は若者との共同生活を自己
教育の代用のきかない手段にする。
　さて今日周知のごとく私たちのもとでは広範な、様々な流れから合流した、青少年自身
にとって自身の教育への参加の権利を要求する運動がある。この運動は従来以上に青少年
の特別な、自己に安らう真価を意識にもたらそうとし、年配の世代に対して、青少年に自
らの人生を「自身の決定により自身の責任で内的誠実さをもって形成する」権利を得よう
とする。自由ドイツ青年のこの綱領規定は当然誤解を招き易く批判の余地がある。なぜな
らそれは、彼らが年配の世代による青少年の教育を、全く締め出そうとするかのように述
べているのだから。しかしそれは、学校や家庭で権威と強制を通して独占的に教育される
ことに対する抗議として、良い意味を持つ。それは、例えば国家的で職業的な業績のため
の単なる鍛錬などの、若い人間に押し付けられた多くの不適切な目的と生活形式への抵抗
として、さらなる意味を持つ。近代の青少年はまさに若くありたいのであり、単に大人の
準備のために消耗させられたくない。若者は大都市生活の害に反抗し、自由な自然の中で
の簡素で純粋な現存在の喜びへの帰還を求め、特に職業業績のための力の一面的な傾注に
抵抗するが、それは彼がそれらに対して、全面的に発達し萎縮していない人間性
（Menschentum）の価値を強調することによってである。この若者文化の機関は青少年自
身によって形成され指導された共同体、すなわち、児童のためのワンダーフォーゲル集
団、学問する若者のための自由ドイツ協会である。支援者や指導者は、自身の輪から生ま
れた若い人間たち（生徒には学生、学生にはまさに学業修了者）であり、彼らは自分たち
に従う者よりたいてい自身が年齢と成熟は数年早いだけで、自身の青年期体験をなお新鮮
に心に保ち、まさにそれゆえ近代人の欲求や闘争や渇望を最もよく理解している。　　あ
る程度教育された階層の今日の青少年の、その発達の共同規定を求めてのこの共通の努力
は、その内容は不明瞭であるかも知れないとしても、それがより若い者のために年長者の
理想的な共同体感情や連帯や友情や責任感を早くに呼び覚ますことを通して、実り豊かに
なる。そしてそれはさらに、自身かつて若かったことを全く忘れた、無数の教育的に無能
な親と教師の権威的な思い上がりへの批判として正当である。彼らは若い魂の自己発達す
る特色への十分な敬意を有せず、それゆえ権力を振るうことで若い植物の成長を在来のも
のや自身の評価の定型へと強要する。もし若い人間が自身の探求と試みなしに、単純によ
り古いものから発された生の軌道に押し込まれるならば、それは生の硬直を意味すること
を、年配の世代は常に念頭に置くべきである。特に私たちドイツの教育制度は思春期世代
の独自性を従来よりもずっと自由にさせて、意識的に若い人間の出来るだけ早い自立を目
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標に立てることを許した。アングロサクソン文化の国々では、特にアメリカではこの理念
は長い間定評ある教育原理に属している。また若い人たちの「人権」への尊敬から、そこ
アメリカでは学校や家庭で権威的な仕方の代わりに、可能な限り友人的な仕方での影響を
用いるが、その際既に子どもたちは広く協力のために動員される。そこで例えば子どもた
ちには学校で既に長い間学級規則が委ねられ良い成果をあげている。そして私たちのもと
ではワンダーフォーゲル集団の他には生徒連盟は許容されていないが、アメリカではクラ
ブ活動が生徒のもとで自己教育の重要な手段として評価され、まさに育成されている。大
都市の全ての居住地区でプロレタリアの階層の子どもたちに、福祉連合や国民宿舎が部屋
と理想主義的な若い教養層の支援者を提供する。あらゆる年齢層のためまた全ての考えら
れる、好ましい社会的で政治的な目的のためにクラブがある。それらはその内容を成人の
支援者から受け取るが、支援者はそれでも決して権威を要求しないでむしろ管理と運営に
際して背後で行動するので、そこでこの全ては可能な限り子どもたちの仕事であり続け
る。この統合の理念は、青少年がそれらに媒介されて可能な限り広く自発的に自己教育す
ることであり、これらのクラブは成人のそれとまさに同様に選別を遂行するので、その影
響は有意義である。というのは、入会は決してその他の連合におけるように個々人の好み
に置かれているのではなくて、選別され、礼儀正しくちゃんとした態度を取れる子どもだ
けが入会許可を当てに出来るのだから。何らかのクラブへの入会許可は、それゆえ誰に
とっても道徳的で社会的な功名心の対象の彼岸にある。至る所で追い返された者は自分を
賤民と感じる。そこでこれらのクラブは、プロレタリアの子どもから高尚な大学の学生ま
でのあらゆる地位と年齢の若者にとって、本質の形成のための不可欠の道具と見なされ
る。教養ある若い人々が援助している無産階級の子どもたちにとって、青少年補導のひと
つの形式をそれらは意味するが、これまで私たちはそれに比すべき同様に有効なものを何
も持ってはいない。
　さて、もしも私たちのところで漸次類似のあるいはまた別の性質を持つ青少年集団が定
着して欲しいならば　　それらは当然次の場合のみ建設的に作用する。すなわち、青少年
とその指導者が、自分たちのうちに働いている自己教育と自己決定という理念は、価値あ
る必要な補足ではあり得るが、成熟した世代による教育の代用や排除を意味するのではな
い、ということを認識する場合にのみである。というのは、若者は確かに家族の側からは
世話と扶養を、学校の側からは出来ることと知ることの伝達を頼らざるを得ないのみなら
ず、さらに心情の世話や魂の十分な形成を彼らに負っているのだから。成長途中の人間と
成長の終わっている人間の間の緊張と闘争、とりわけ年配者の支配に対する若者たちの内
的抵抗は、不可避の人生の葛藤に属する。というのは、力に満ちた若い人間は誰も自分が
世界を先人たちよりもより良く整えられる、という確信を持っているのだから。そして特
に若者は、他者によって選ばれた軌道に強制されるよりも、回り道をし、誤りを通して自
身の発達目標を探したいのだから。そして確かに年数は決してそれ自体完全なものにはな
らないので、成人の教育者への、家庭や学校への批判は認められる。無論ただ相応しい形
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式の中でであって、年配の世代に対する原理的反対としてではない限りなのだが。まさ
に、内的声と特別な素質が若い人間を、親たちが付いていけない道に追いたて、隣人との
葛藤に巻き込むならば、口調の中の自制と高貴さや日常的交際の中の優しい考慮が特別に
望まれる。というのは、畏怖と敬虔は内的礼節の必須の条件に属するのだから。若い人間
は、まず第一に他者への配慮からでなく彼自身のために、この内的財産を獲得せねばなら
ない。もしも、例えばこれが青年雑誌の中で起こったように、単に学校紛争のみではなく
親の家での体験も文献的に利用され、広く公衆に委ねられるならば、これは魂の粗野さと
非文化の中での必須の価値の破壊と自己教育の反転を意味する。自由ドイツの青少年運動
の中核はこの危険をすぐに認識し、かの若い作家たちの表現形式をきっぱりと拒否した。
　そのような行き過ぎを度外視すれば、私たちは、自己形成とより純粋で美しい現存在の
形成とへの近代的若者の意識的努力も肯定せねばならない。というのは、それは今まさに
この恐ろしい戦争の後で私たちの礼節の再建に際して役立つ力になり得るのだから。青年
は確かに特に全ての偉大で善良で美しいもののための感激に、そして現実の中でその支配
を貫徹できる信心深さに適している。そして私たちは、この極端な戦争の、荒廃させその
大きさをまだほとんど測れない影響の主人になるために、不屈の道徳的エネルギーと信仰
力を必要とする。長い時間の困窮は人間的本質の範囲と負担能力を越えて、私たちに非常
に多くのことを教えてくれた。英雄的精神や全体への献身並びに溢れ出る犠牲愛への無制
限の準備は、平均的人間なら長くは持ち堪えられない魂の非日常的な高揚であることを、
私たちは体験した。いずれにせよ、私たちの道徳的態度への異例に高揚した要求は、それ
らを強要した比較不能の大きな業績と並んで、悪への、非日常的な卑しさへの、同じよう
に不慣れな逆戻りを結果として伴った。塹壕や墓の中の、湿気と汚れの中の、恐ろしい精
神的な単一形式の中の、長年の根なし草的な宿なし人生や言語化できない事物の体験と行
為が、どのように野外にいた男性の国民同胞の魂に影響を与えたかは推し量るのが困難で
ある。彼らの内面が毒の作用に対して何らかの抗体によって身を守ったと、私たちは希望
できるだけである。しかし規則化された労働の、自宅の、その秩序と清潔さの、静かな現
存在の喜びの長い耐乏生活、特に家族生活の破棄は、文化要求の取捨なしには持ち堪えら
れない、ということは明らかである。死と生の闘争の中で礼節と美の形成する力が効力を
失う。野外で長年予測できない辛労を耐えねばならなかった数百万の男性が、それへの憧
憬を失わなかったことだけは希望できるかも知れない。しかし無数の男性にとって、軍隊
的強制やあらゆる生活財の恐ろしい不自由に順応することが困難になったのとちょうど同
じように、今や彼らを新たに故郷の生活と同じリズムにはめ込むことは困難になるであろ
う。特にここで数百万人にとって市民的な実存（Existenz）は、さらに困難にされた条件
のもとで全く新たに建設されねばならない。文化習慣が否定され、性的欲求が様々に完全
に情を欠いた、獣的な仕方で満たされねばならなかった　　全てがまだ柔軟な人間に、深
く、消すのが難しい跡を刻みこむ。それゆえ、いっぱいの憧憬と秘密の不安を夫と息子た
ちに期待している多くの女性や母たちは、まずもっと困難な時代を迎える。　　
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　この全て、すなわち野外の戦士に及ぼす長年の前代未聞の恐ろしい戦争の影響は、他の
何も期待させなかった。それに対して家に残った者の内面的な文化の激しい崩壊が私たち
を驚かせた。その際ここ国内でも個々人に及ぼす国家の権力が今のように貫徹したことは
決してなく、そして恐らくそれに従う大きな覚悟があった時代はなかった。しかし長い年
月のうちに秘められた反乱精神は私たちの現存在の全ての裂け目に押し入った。全く前代
未聞の程度において法は違反を犯した。財産の審判は、生活手段の小さな窃盗が余りに件
数が多くて対応できないため、もはや告訴されないほどに日常茶飯事である。国民の食糧
のための官庁の指令への敬意のなさは一般的になり、そして私たちのほとんど誰もが、全
体の利益に必要な国家の取り締まりの、特定な骨抜きのことには言及しない良心と今日契
約を結んでしまった。そのもとで数百万人が生活している、行動の自由の束縛や非常に多
くの普段必要な財の耐乏や魂と物質の重い抑圧が、長い年月ほとんど喜びもなく自発的で
もなく、多くの者に不平を言われながらなおも耐えられるのだろう。共通の困窮と危険に
よって高められた道徳的な気力は様々に道徳的な衰弱に急変したが、それは最も卑しい欲
求の支配を破らせる。狡猾な利己心、最もいやらしい獲得欲、不誠実、恥知らずなため込
みや暴利は全ての集団に浸透している　　戦争暴利職、恥知らずの利己心のこの震撼させ
る象徴は、前代未聞の英雄的な業績の、献身する犠牲や率直な義務忠実性の対極である。
私たちが商業道徳の混乱を克服するだけでも長くかかるだろう。　　現存在の慣れた組織
を粉砕するこのような大災害が、あたかも人間の本質を持続的に浄化し、私たちに一義的
で道徳的な獲得をもたらすことが出来るかも知れないという幻想を、全てのこの経験が徹
底的に破壊した。むしろ外面的な出来事の渦が、魂の力の均等な成長を妨げることを私た
ちは経験する。いずれにせよ、現存在の闘争が長年全てを疑わしいものにするならば、道
徳的な躍動力が麻痺し、そうすると平均的人間は良くも悪くも自力で切り抜けようとし、
善良で偉大なものに並んで悪と矮小なものが度を越えて大きくなる。もし人間が、満たし
うる課題を実証する可能性を持ち、一般的に人間的な運命の経験の中で一歩一歩礼節や内
面性や精神性を身に付けるのならば、文化の均質な進歩は明らかに日常的な出来事のリズ
ムの中でのみ達成され得る。
　この状況に直面して、自身は本来的な生存競争（Daseinskampf）の外に立っているゆえ
に、この年月においても精神的資本を保つことが可能であった教養ある女性にとって、特
別な課題が生じる。その課題とは、礼節の再建、愛と美による、節度と調和による、尊厳
と高貴さによる直接的な現存在の形成を意識的に手に入れることである。そのことは、私
たちよりずっとひどく被害を受けた無産の階層の福祉のために、不屈の働きを通してとに
かく起きる。彼らにはあらゆる種類の物質的かつ道徳的な援助を通して、礼儀正しい市民
的な実存への帰還が確保されねばならない。そして、私たちにさらに課せられ続ける全体
への喜ばしい社会的奉仕と同様に重要なのは、彼ら自身の本質の発展、彼らの人格の被形
成性（Geformtheit）であり、それを通して彼らを道徳化する影響がその周囲に流れ出る。
　　特に、長年死と恐怖の中で生活してきて、刺激的な冒険と荒廃した無気力との間、不
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自由と過剰の間であちこちに投げ飛ばされていた男性たち、夫と息子たちがいるが、二倍
の愛と綿密さを通して秩序ある現存在への帰還を容易にし、彼らにとって再び家、家族、
職業を中心にもどさねばならない。恐怖でこわばり固くなった魂を溶かさねばならず、あ
らゆる優しく静かで内面的なものへの新たな感受性を彼らに開かせねばならない。毎年新
たに芽生える花がこの年月の恐ろしさと醜さにほとんど触れられなかったように、その無
垢と愛らしさがそうである子どもたちに幸運にも数百万の戦士たちは期待されている。
　　女性と子どもたちが幸福、賢さ、温かさを帰郷者へと流出させることは、新たに形成
された現存在に彼らを根付かせるためには確かに最重要である。しかしその他に、特定の
礼節と生き方の理想を女性が堅持することもこのためには必要である。ここで言及された
意味での文化は、魂の発展と直接的現存在の形成（Gestaltung）として確かに自己自身に
安らう価値であるが、それは単に美的形成（Formung）のみならず倫理的形成にも密接に
関連している。既に以前に言及したように、人間が精神存在として自己把握することなし
には、それは可能ではなく、内面から個々人の本質に浸透する倫理的理想の承認なしには
可能ではない。そしてその必須の前提には、動物的なものに性的礼節を通して生気を吹き
込むことが属している。この領域で、長年家族なしの数百万人の戦士生活、全ての神経を
過剰緊張させる現存在の完全な不均衡は、恐ろしく破壊的に作用した。そして確かに野外
の男性たちにのみではない。慣れた生活の枠から投げ出された勿論一部のはるかに少数の
女性たちが、野外の後方補給地の中で保護されない奉仕を努めねばならなかったり、ある
いは故郷でも慣れない侵害や不自由にさらされ、重い損害を被った。何を見るべきか：
「時代は混乱している」。私たちの業績の非日常性に、至る所で同じように非日常的な程度
の道徳的な荒廃が相応する。　　それゆえ今やその中で心情と内面の新たな優しい動きの
全てが育ち、その中で生気を吹き込まれた性愛が生じることが出来るような雰囲気を、困
難な誘惑から守られた全て個々の女性が共に作らねばならない。自身の存在と行為を通し
て、自分を取り巻く人間の輪を文化で浸透させることは、女性の特別な課題である。
Ⅱ
　それについてこれまで語ってきた個人的な文化と現存在の形成は、本質的に形式的な仕
方であって、すなわち、主として振る舞いと行為の如何にを包括するのであって、何を、
つまり目的と内容をではない。そしてこの種類の礼節は幸いにも、ただ特権的な階層
（bevortugte Schichten）にのみ到達可能な貴族的な財なのではない。むしろそれは、全ての
重要な生活財のように、すなわち、太陽、自然の美、愛、信仰、道徳的な高揚のように、
少なくとも原則的に無産者や知的に未発達な民衆にも、誠実な労働が人間に相応しい実存
を保証する限りは、到達可能である。というのは、動物的衝動と利己心の抑制、相応しい
課題への奉仕における多種多様で多くに分岐した自然の素質の組織化、美と善に開かれて
いること、偉大なものへの畏敬、意欲と能力の間の誠実な自己吟味を通して発見された調
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和、本質が調和的に均整のとれていること、自身の運命の敬虔な肯定　　人間の全存在
（Gesamtwesen）を特徴付けるこれら全ての力は、あらゆる生活圏（Lebenssphäre）で自己
展開できるのだが　　たとえ勿論純粋に機械的で生気を吹き込まれ得ない、仕事の踏み車
の中に巻き込まれた人々に所属する者たちのもとでは、それから解放された階層の内部で
よりも比較できないほど非常に困難であるとしても。しかし少なくとも原則的に全ての人
間は、外面的な生活の枠と才能がどれほど慎ましかろうと、個人的な完成の理念
（Vollendung）を自己を越えて立て、自分の存在と行為において道徳的な名誉心と理想へ
の信念を貫徹できる。従って形成のために本質的な魂の財の習得はあらゆる標準的性状を
持った人間に到達可能である。
　さてしかし直接的な現存在にかの形式的価値を浸透させることに並んで、現存在を文化
内容で満たすという可能性がまだあるが、その際もはや如何にではなくてその他に何を
が、つまり、それで満たされる内容が重要である。ここでは今や、またしても魂の完成の
ために重要な、本質を最も決定的に特徴付ける内容が、すなわち倫理的でエロティッシュ
で宗教的な内容が、誰にでも到達可能であるというふうである。礼節の純粋さ、純粋に善
くあろうと欲すること、心の善良さと温かさ、性愛、友情、親の愛と子どもの愛、人間へ
の愛、そして最後に有限な現存在の無限なものへの関係、すなわち、信仰の確信は、善良
な、それどころか単純な、また複雑な人間たちの所有に容易になり得る。しかし私たちが
本来的な意味で文化内容と呼ぶものは、客観的な文化への回り道でのみ、直接的な現存在
から外へ結晶化された、精神の、特に芸術、学問、哲学の世界への深い浸透を通して、獲
得される。そのための前提条件は特定の精神的発達段階である。それに達するためには、
貫徹する知的あるいは芸術家的な学業が、それが機械的な労働と厳しい生存競争から自由
なほんの薄い階層の人間に保持されているように、必要である。そのような文化内容を身
に付けるというこの尋常でない特権は、有産階級の女性たちによってはこれまでずっと十
分には利用され尽くされていない。特別に女性的な教育、という以前の理想は確かにこの
方向を示さなかった。むしろそれは鋭い悟性教育と精神の宝への誠実な侵入を女性に拒否
したし、そして私たちの全ての意識の中にはまだ、私たちが入場を求めて率いねばならな
い熱い闘争がある。しかしこれが達成した今日、特権的な階層に属する全ての女性が熱い
努力をしてかの財を得ようと努めている。というのはその場合にのみ女性は完全な意味で
文化の担い手として重要になるだろうから。日常の平凡さを免れて「良き共同体」の要求
を満たすためには、際限のない仕事から十分に刺激を得ることでは十分ではなく、それへ
の純粋な献身、事柄自身のための誠実な努力が必要である。　　客観的な文化に侵入する
沈潜（eindringende Vertiefung）のために必要な余暇と集中は、使用人を通して家庭的な労
働を免れる特権的な生活位置にいる女性にとって、そして彼女が大家族の中心になったと
きにも、本質的に、精神的なエネルギーの、生活技術の問題であり、無価値の事物と気晴
らしの断念の問題である。もし彼女がただ誠実に欲するなら、なるほど人生のいつでもで
はないがたいていの日々に精神的な沈潜のために数時間を彼女は見出すだろう。　　今そ
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れについて話している特権的な階層の男性たちは、ほとんど例外なく職業教育の要求を通
して、長年何らかの側面から客観的な文化に入り、働き、そして現実的な所有のための途
方もない宝の一部分を身に付けることを強制される。そして修業時代が過ぎた時、職業自
体が特定な方向におけるさらなる労働を幾重にも強要する。その際無論しばしば職業の諸
要求によって独占的な専門家（Fachmensch）やスペシャリスト（Spezialist）へと貧しくす
る仕方で、一面的に支配されるという危険が彼らを脅かす。そのような一面的に知的に発
達 し た 男 性 的 な タ イ プ に は、 生 活 の 調 和 的 な 全 体 性（Ganzheit） と 閉 鎖 性
（Geschlossenheit）へと発達させられた女性が、特殊な知力と能力なしにしばしば必然的な
補足として対立させられるだろう。調和と自己の内に安らう存在（Sein）の形式価値は、
想像と関心の範囲の狭さ（Kleinkreisigkeit）とに手に手を取って進むことが出来るという
ことが、その際それでも忘れられるだろう。その範囲の狭さは無内容さとほとんど同じ
で、また具体的な場合にかの理想の、精神化した男性代理人によって、価値としてではな
く欠如として受け取られる。例えば精神的に指導する階層の社交を観察する者は、従来非
常にわずかの教育された女性たちだけが同時代の創造的な男性と精神的に交流できる、と
いう洞察をせざるを得ない。女性の意志は徹底的でなく、そして彼女の判断能力は、即物
性に関する交流において彼女の側でも何かを与えることが出来るためには十分に鋭くされ
てはいないのだから、ほとんどの女性は交際の中でただ有難いと受け取る者として振る舞
えるだけである。その魂を全ての偉大なものや深いものが感動させる教養ある女性にとっ
ても、多様ではあるが自己体験されたもののみが、十分に自由に出来る自身の所有物であ
る。しかしそれでも最高秩序の精神的共同体は、この文化層の男性の間にあるようには、
男性と女性の間にはまだ達していない。学識ある専門知識の山積みはそのためには勿論、
例えば自身の技術使用のようにはほとんど必要ではない。しかし想像力、思考力、判断力
のより強い発達は必要である。それは単なる精神的な享受によってではなく、芸術的で学
問的な大仕事に浸入し没頭する作業によってのみ生じ得る。特権的な女性が客観的な文化
と直接的な現存在との仲介者（Mittlerin）であろうとするならば、彼女がその女主人であ
る日常を、単に形式的に文化的にするのみならず内容も豊かに形成したいのならば、彼女
は不断の努力をして深い文化内容を自身浸透させねばならない。
　さて問題は、当然特権的な階層の女性のみが受けられるこの課題が、自身によって努力
された他の目標とどのように関係するかである。まず完全な主婦（Hausfrau）という真に
国家的＝ドイツ的な理想（national=deutsches Ideal）とどのように関わるか？この理想は私
たちのもとでは確かに昔から他の諸国民の場合よりもより強く強調されていたが、発達目
標としてのこの理想の意義は、困難なこの時代に新しい輝きを帯びて再び浮上した。主婦
の仕事は、普段は本質的に家族の事柄と見なされたが、最近の数年間に国民経済学的に祖
国にとって重要になった。というのは、全ての生活必需品がどんどん窮乏していくときに
持ち堪えるための国家の力は、確かに非常に本質的に個人的努力や思慮や倹約や独創力の
程度に、つまり特別に家政に関する諸徳に依存したのだから。そして自分の家の繁栄のた
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めの配慮をはるかに越えて、多くの有能な主婦たちが価値ある全てのものに奉仕して働く
ことが出来た。そのような出来ることの欠如が無産の大衆にあってはどのように災厄多く
作用するかを、そしてそこでは様々にその欠如が、あらゆる文化と礼節の欠如と同じ意味
を持つことを、他の側面で私たちは機会あるごとにますます観察することになった。小世
帯での秩序と清潔の程度は、それに属する者の内的礼節のほとんど紛れもない基準であ
る。というのは、女性のこの全く個人的な業績の中に、彼女の尊厳の感情と最も素朴な道
徳的で社会的な功名心も具現されるのだから。それゆえ、各々の女性がこの先祖伝来の作
用範囲を文化化された現存在の形成の基礎として技術的に支配し、悟性で浸透させること
がどれほど重要であるか、私たち全てにとって新たに印象的になったのである。主婦理想
（Hausfrauenideal）の価値は新たに私たちの心に刻まれた。しかし、特権的な輪に属する
女性は、文化の担い手（Kulturträgrin）として国民の礼節の再建に協力しようとするとき
には、この理想の実現では満足できないことを私たちは忘れないだろう。この者にとって
主婦業（Hausfrauentätigkeit）は精神的な実存の基盤であり得るに過ぎない。というのは、
それは存在と人生の形成と内容にとって確固たる限界を持つのだから。そして有能な主婦
という理想が数百年間世界内的な（innerweltlich）女性生活の上に独占的な方針として建
てられていたということは、まさにちょうどそれが現在強調されるように、貧困の、狭め
られた物質的な生活条件の帰結だった。その理想は他の文化国家にあっては、私たちの場
合ほどには決して優越的な役割を演じなかった。イギリスでは例えば、数百年来それは、
あらゆる仕種や行為において自己表現する、身分が高く高貴な礼節と行為の担い手として
の「レディ」という理想によって覆われている。もともと特別に貴族出自のこの形式的な
理想は、イギリスの文献の中でまた劇場でしばしば具現され、とりわけ上流階層の女性の
教育にも浸透しており、広い範囲の人々の振る舞いを堅固な儀礼規則の規範集に従わせ
た。そして真のレディが現れるところではいつも、彼女は「紳士」でありたい全ての男性
の態度に強制力をふるった。　　非常に奉公人が不足している結果、教養ある女性が主婦
としても卓越した有能さを発揮せねばならないアメリカでは、彼女はレディとしてまさに
国民的聖者である。なぜなら、文化的に貧しい植民地的生活の混沌とした営みの中では彼
女がまず、旧世界からもたらされた全ての礼節の、現存在の全ての調和と精神性の重要な
結晶点であり、それゆえ全ての階層の男性にとって崇拝と騎士的奉仕の対象だったからで
ある。アメリカにおける文化の担い手としてのレディの影響は、今日もなお比較を絶して
おり、少なくとも完全市民（Vollbürgerin）としての承認においては表れていない。　　フ
ランスでは、小市民的輪の中では女性の並はずれた経営手腕は大きな役割を果たしてい
る。政治化された夫が喜んで自分の裕福さの所得を委ねる、堅牢さと倹約の支柱として彼
女は通用する。指導的な貴族層では以前はサロンの女主人が支配し、彼女は特に 18 世紀
に単に形式的文化を特徴付けただけでなく、イタリアのルネサンスの貴族の女性たちと同
様、同時代の最高の精神的内容を身に付けたので、啓蒙主義時代の哲学的かつ社会学的体
系は本質的にサロンの中で生じたと主張され得た。いずれにせよ 18 世紀の思想家の、特
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にフランス的な、私たちのとは非常に異なった学問的かつ哲学的な書き方は、その固有の
在り方を、すなわち、透明な明晰さとスタイルの優雅さを、明らかにサロンでの以前の口
頭の表現とそこで女性たちといそしんだ意見交換を通して獲得した。
　小さな貴重な遅れ咲きが、その時代精神的に感動したロマン主義者の輪の中でドイツの
私たちのもとでも発展し、ひとりの女性カロリーネ・シュレーゲル（Schlegel, Caroline 旧
姓 Michaelis, 死別 Böhmer, 離別 Schlegel, 最後の婚姻 Schelling 1763-1809）がその輪の魂と
見なされた。ところがこの時期は、ドイツの女性理想に何らかの持続的な特徴を付加する
ためには、余りに短かく余りに独占的に少数の選び出された女性たちに限定された。これ
はむしろ純粋に市民的仕方に留まって、ゲーテ（Goethe, Johann Wolfgang von 1749-1832）
の次の詩句によって性格付けられ神聖化された：「彼女の人生はいつも永遠の行ったり来
たりであり、あるいは他者のために持ち上げて運び、広げて創造することである」。配偶
者と子どもたちのために際限なくいつも奉仕の準備があることや、全てのかの家政的徳
を、それらが狭い関係を指示しているように、備えたこの模範は、家庭的な教育技術に
よっても女学校によっても教育学的に育成され世話された。もしそれでもその模範が、自
己の無い、有能で、寡欲で従順な女性配偶者から得る、平均的男性の特別な性的利益に
とっても最も良く適合するならば。女性がその実現を真に受けて、それが起きたならば、
というのはそれは彼女に子ども時代から父親、母親、兄弟、先生によって至る所で差し出
されたので、そのときにはその模範は単に犠牲的奉仕だけではなく他者のための不断の忙
しさをも求めた。その場合自立的な精神的な内容の意識的努力の余地は全く無かった。と
いうのは、成長する娘が家庭生活の枠内で、精神的な沈潜のために時間や余暇やひとりで
いることを要求したならば、彼女は無慈悲に「女らしくない」そして「利己的」と烙印を
押されたのだから。確かに、かの理想の帰結において彼女の精神的な活発さは幾重にも体
系的に抑圧された。最も無益で最も余計な女性的な手仕事による気晴らしは、例えばまじ
めな、全く学問的な読書への沈潜よりも相応しいと見なされた。周知のごとく女性の沈潜
への傾向は私たちの時代まで、結婚嫌いを吹き込む「ブルーストッキング」という愚かな
蔑称を付けられた。　　近代的な、精神的に目覚めた女性は今や確かにドイツの主婦理想
を、その中で女性が自分の努力の模範を崇拝する寺院から、遠ざける必要がない。勿論全
ての未来の男女両性のためにも妥当性と教育力が保たれるべきである。しかし私たちは女
性らしさ（Weiblichkeit）の絶対的な価値そして独占的な発達目標としてのその束縛を
破った。なぜなら、それは精神性への私たちの発達を、そして一般に私たちの普遍的に人
間的な諸力と存在諸側面を妨げて来たのだから。　　
　今やしかし私たちはさらに、私たち近代的な女性自身によって描かれた新しい生活内容
と作用形式が、ここで設定された目標、つまり豊かで深い文化内容という点での女性の魂
の展開と、どのようにうまく折り合うのかを明らかにせねばならない。私たちが今日特権
的な輪に属する女性たちにその主婦的なそして母親課題（Mutteraufgaben）と並んで要求
する、例えば社会的、政治的そして組織的労働は、それを精神的な沈潜と現存在の内面化
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と一致させられるのか？そのために相応しい人格の側からの、全体へのそのような奉仕の
即物的な必要については疑う余地がない。恐ろしい戦争の年月を持ち堪えることは、確か
に意のままになる全ての女性たちの計画的で公益的な働きなしには考えられなかっただろ
う。しかし別の時代でも、もし無数の教養ある女性が献身的な福祉を名誉な義務として、
私たちの高められた現存在の基礎を作っている国民同胞への謙虚な代償として承認しな
かったならば、無産の大衆の生活はなお文化と礼節という点で相当に貧困化するだろう。
そして同様に疑う余地なく、業績形式（Leistungsform）としての社会的で政治的な労働
は女性自身にとって、利用されていない諸力の解放や出来ることの増加や精神的視野の拡
張や全ての人間的なものの深められた理解を意味する。この全ては、新たに開発された教
育可能性にもはや完全に参加できない年配の世代にとっては特に、別の道ではほとんど到
達できなかった。というのは、社会的な活動は、私たちをまず家庭の枠に取り巻かれた課
題範囲を越えて、共同生活の豊かな内容と問題の中へ導いたのだから。広い意味での現存
在の形成として確かに社会的で政治的な仕事は、特に女性の本質に相応しい、即物的＝人
格的な働きの形式である。しかし人格総体のための彼女の生産的な力には明らかに限界が
あって、外に向けられた全ての働きのようにその特別な危険を潜めている。もっぱらその
ような活動形式の中で生活している者は、決して文化内容を本来的な意味では獲得しない
だろうし、深い内面性に分け入ることもほとんど無いだろう。というのは社会的で政治的
な効果は本質的に共同体の仕事なので、全く無終の糸として紡いで私たちを包み、私たち
を関係の完全な網の中に巻き込む。その際ひとはたいてい共同体の中におり、新しい課題
と可能性の前にいつも自分が立っているのを見、それゆえいつも何かを企て、彼自身の感
情によればいつも有益に忙しく、確かに即物的に必要なものを越えて多様に企画へと強い
られる。なぜなら団体と協会がそこにあり、影響を及ぼし、必然的にその生命力を示さね
ばならないのだから。そのように共同体の仕事は快適に変化に富んだ動きの中に生命を置
き、その内容に依存せず群居本能を満たし、進取の気象、功名心、権力志向を解放する。
そして一度この方向に導かれた活動は、ひとがそれを妨げない場合は、多忙さを求める容
易に抑え切れない衝動に成長するが、その多忙さは精神と内面性の世界への献身的な埋没
を妨害し、それどころか集中への能力を干からびさせる。この危険は本来的な支援者奉仕
（Helferdienst）に際しては重要でない。すなわちもしひとが何らかの社会的な目的連合の
成員として、例えば貧民救済、青少年保護など、具体的な実践的な個別課題を引き受ける
場合には。しかしあらゆる種類の組織上の労働に際しては重要でなくはない。というの
は、これは仕事仲間との恒常的な交換や多面的な関係や「社会化」、すなわち特定の目的
のためにまとめられねばならない人間集団の集中を、手短かにいえば熱心なやる気と多忙
を求めるのだから。もしこの危険に無意識に向かうならば、新しい種類の魂の浅薄さが生
じ、それはなるほど通例の共同体的な娯楽による浅薄化の前には有益であるという優位を
持つが、それでもいずれにせよ最も本質的なもの、すなわち現存在に魂を吹き込むことや
精神的にするためには意味を圧殺する。内面的な空疎化が始まる限界は、そのような作用
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形式に絡むあらゆる個人にとって非常に多様であるだろう。それがどこで始まるかは、あ
らゆる人格によって異なるその力の精神的な範囲の大きさと程度に依存する。それゆえ個
人にとって、例えばこれをせよとかあれをさせよという指示を必要としない。必要なのは
ただ自己自身への警戒、自身の内面への傾聴、本質的な生活財への、内面的成長への不断
の努力である。　　
　最後になお、どのように人間的な人格発達のこの最も内面的で最高の目標は、それは男
と女にとって全く同じものであるが、職業活動とうまく折り合うのか、と私たちは問わね
ばならない。私たちは確かにそのような特権的な階層の若い女性たちをも職業活動へと導
くが、彼女たちは何の報酬も必要とせず、それゆえ自分たちの特別な類の課題と並んで文
化内容の全面的な浸透に完全に献身できる。職業人（Berufsmensch）そしてなるほど無限
に特権のある精神的な労働者（geistiger Arbeiter）がその全人格を萎縮させる危険を冒す、
ということについては今日確かに非常に話題になっている。なぜなら、近代的な分業的な
職業生活の諸要求は非常に鋭く、同時に一面的に専門家的に部分的諸力のみを要求し、そ
してそれゆえ魂と精神の全面的な受容力と生気の上に乾き切りながら作用を及ぼせるのだ
から。そのことには疑いもなく非常に正しいものがある。毎日きっちりした労働時間に結
び付けられ、精神と魂の振動を別の方向へ向ける十分な余暇を与えないあらゆる活動は、
この危険を自らのうちに潜めている。そして私たちは精神的な労働に基づく全ての職業に
おいても、確かに純粋な専門家のタイプに会う。彼らの価値高い即物的な業績は私たちを
驚きで満たすが、その人間性は私たちを何らかの仕方で萎縮させるし不完全なように思わ
れる。しかし個々人が彼らに意識的に反対行動をとるときには、この発展は必然ではな
い。それを免れることに成功するかどうかは、おそらく、個々人の内的態度、特に次のよ
うな問いに掛っているほどには、私たちの職業生活の構造とその要求には余り依存してい
ない。その問いとは、お金を稼ぐこと、功名心、キャリア形成、権力追求、一般に現存在
の有限な部分目的が私たちをもっぱら支配するかどうか、あるいはその背後に他の無限で
無時間的な妥当性と人格理想が認識され努力されるかどうか、というものである。女性に
とってはいずれにしても一面的な専門家的な発達の危険は、男性にとってよりもずっと少
ない。というのは、男性の特別な衝動と諸力が第一に彼自身の客観化、事物の創造、即物
的な業績へと彼を駆り立てる一方で、女性の特別な素質は逆に彼女に直接的な現存在への
献身を、彼女の人格の完成を指示するのだから。その上たいていの女性は特定の重要な人
生時期（Lebensepoche）に類への奉仕に、そしてそれとともに一面的な専門業績の対極に
入る。それゆえ体系的な職業教育と一時的な職業訓練は、まさに女性の、最も包括的な意
味での文化の担い手への発達のためには、十分に高くは評価され得ない。この道は女性の
ためにまず性によって規定され、人格的なものに向けられた固有性の必要な完全化を意味
する。この道は女性をさらに最も確実に、個人的でない利益や完全に発展させられた思考
能力と判断能力へと導く。そしてこの道具によってのみ精神世界への深い侵入は可能であ
る。女性らしさと女子教育の伝統的な理想は、自身の本質の美的な完全化のために、自身
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の社会的カーストの内部での共同体的交換のために、そしてとりわけ男性の要求のために
理解ある女性伴侶によれば必要に見えたときに、客観的な文化に「美しい精神で」、つま
りその限りでのみ従事することを女性に指示したが、いずれにせよ女性の文化（Kultur 
der Frau）は女性らしさと女子教育の伝統的な理想の場合には不完全なままであった。そ
れに応じて女性の文化影響もまた小さい。もし女性が将来において完全な意味で文化の担
い手になろうとするならば、何らかの方向での厳しい精神的な労働が、事柄自身のための
事柄への献身が、深められた本質の内容を求めての不断の格闘が、無時間的な価値と妥当
性（Gültigkeit）に彼女の現存在を不断に方向付けることが、男性と同じように女性に
とっても必要である。
 （かけがわ　のりこ　　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授）
